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１．はじめに 

長野県埋蔵文化財センターでは、県道高田若槻線の建設（長野建設事務所）に伴い、4 月

から浅川扇状地遺跡群の発掘調査を実施しております。9 月の現地説明会では、おもに古墳

時代から平安時代の竪穴住居跡や、南北方向に延びる中世の堀跡を見学していただきました。

その後の調査で、9 月には確認されていなかった、東西方向に延びる中世の堀跡が新たにみ

つかりました。本日の説明会では、中世の遺構（堀跡・井戸跡）を公開し、そこから出土し

た、中世の出土品（かわらけ・青磁・銭など）をご覧いただきます。 

 

 

２．説明会の見どころ  

中世の 館
やかた

跡
あと

を囲む堀 

調査区西寄りに、幅約 3m、深さ約 1.5m の南北 

に直線的に延びる中世（鎌倉時代 700～800 年前） 

の堀跡がみつかっていましたが、新たにその堀跡 

が調査区北西部で東の方向へ曲がっていることが 

分かりました。 

このことから、みつかったこの堀跡は、調査地 

東側に位置するとされる中世の武士の館「高野（ 

たかの）氏館跡《桐原要害（きりはらようがい）》」 

を囲む外堀であると思われます。 

 敷地内から、建物跡はみつかっていませんが、 

直径約 2ｍの井戸跡が 1 基みつかっています。ま 

た、堀跡には幅約 2ｍの敷地内への出入り口部と 

なる「土橋（どばし）」が確認されています。 

 出土品としては、堀跡や井戸跡から、13 世紀後 

半（鎌倉時代）のかわらけ（土師質小皿）や青磁 

の破片がみつかっています。 

 

 

中世の堀跡 

 



３． 中世の武士の館
やかた

 

 中世（鎌倉時代）の武士の館とはどんなだったのでしょうか。今年度の調査では、建物の

様子をうかがえる柱跡などがみつかっていないため、建物の規模や配置などは分かりません

が、同じような時期の館跡の発掘成果や、当時の絵巻物などから下図のようだったと考えら

れています。 

 館の敷地内には、主人やその家族が住む主屋（おもや）・厩（うまや）・倉庫・井戸などが

配置されていたと思われます。そして、その周囲には堀をめぐらせ、館を敵から守っていた

と思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立歴史民俗博物館「東国の武士の館」復元模型 

http://blog.goo.ne.jp/saikoroat/e/9a7c1d3d711a256f5af71d9e91ba17a3 

 

 

 

 

 

http://blog.goo.ne.jp/saikoroat/e/9a7c1d3d711a256f5af71d9e91ba17a3
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浅川扇状地遺跡群の堀跡と高野氏館跡(桐原要害）推定地

この図は長野市住宅地図をベースにして、
遺跡調査範囲と旧地形図（高野氏館跡）
を重ね合わせて合成しました。
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